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序 文

名代A遺 跡発掘調査 報告書 をこの度矢吹町文化 財調査報告 書 として刊行す るこ とになりま し

た。

明新地 区は矢吹町東部玉川村 との境、阿武 隈川流域 に位置 し、周辺 には数多 くの文化財包蔵

地が確認 されてお り早 くか ら文化が開けた と考 え られています 。

今回は、福島総合開発株式会 社のゴルフ場 開発 に伴 い発掘調査 を実施 しま したが、実施 に当

りましては 日本考古学協会会 員永山倉造氏に依頼 し調査 を進 めていただくと共 に、須賀川市教

育委員会 は じめ、関係者の方 々に御協力 をいた だ きました こと を心から感謝 申 し上 げる次第で

あ ります。

今回の調査 では、竪穴住居跡 、掘 立柱建物 、土坑 などが住 居跡 から土師器 が発見 されま した。

土師器の特徴 か ら、これ らは、 奈良平安時代 の もの と推察 され ます。

現在、町教 育委員会では、文化財案内板 の設置、文化財め ぐ りの実施民俗芸 能の掘 りおこ し

と伝承 などの文化財の保護保 全を進めてお り、今後 も町民の方 々に文化財 につ いて 一層のご理

解とご協 力をお願 いす るもので あります。

この報 告書 が今後の調査 、研 究にご活用いた だければ幸 いに存 じます。

平成2年2月

矢吹町教育委 員会教育長

円 谷 行 雄
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凡 例

1． 本報告書 は、矢吹町名 代A遺 跡発掘報告 書で ある。

2． 本調査 は、 ゴルフ場建 設開発工事に係 り、緊 急調査を実施 した。

3． 発掘調査 は、矢吹町教 育委員会が実施 した。発掘担 当者 は、 日本考古学協会会 員である

永 山倉造 が当った。

4． 本報告書 に記載 した遺構 、遺物の実測図 ・トレースは、柴 田令子、大野昌子 、関根保夫

書作成、執筆、編集にあた っては、担 当者 、永山倉造の指導 の もとに、次 のメ ンバーが

参加 した。柴 田令子、関根保夫、大野 昌子 、大内順子。

5． 本書 に収録 した、遺構 、遺物の実測 図、拓 影 には、次の縮 図 を原則 として、 それぞれス

ケー ル を付 して い る。 遺 構 全 体 図1／300、 東 西 べ ル ト1／8
0、 住 居1／80、 建 物1／60、 土

坑1／20、1／60、 溝1／60、 その他の遺構
1／

20、
土器、拓影

1／

3

6． 本報告書の執筆、編集 の責任は、担 当者の 永山倉造にあ り、発 行の責任は、矢吹町教育

委員会が負 うものである。

7． 発掘 調査 によって得た資料 および記録は、す べて矢吹町教育委 員会 が保管 して いる。

8． 本書に記載 した遺跡地名表 は 「矢吹町史 第1巻 通史編 」「見 で見 る矢吹 町史」の中か

ら一部 参考 にしている。
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第1章 序説 ・第2章 名代A遺 跡 の歴史的環 境

第1章 序 説

第1節 名 代A遺 跡 の 位 置 ・地 形 ・地 質 ・気候

位置 ：名 代A遺 跡 は、福 島県矢吹町大字明新 の明神西に所在 す る。矢吹町の南東部 にあたり、

東は阿武 隈川 を隔て、石川町鳥内遺跡 と接 してい る。

地形 ：福 島 県の県南地方は東部の阿武隈 山地 、南部の八溝 山系、西部の奥羽山脈 の山間部 と、

それに囲 まれ た盆地状の低 地 とか らなっている。 この地域 は矢吹 が原 と呼ばれ、昔 は行方原 と

も呼ばれて お り、須賀川、鏡 石、矢吹 にかけて平坦 な台地が続 いてい る。

東部は阿武 隈川、西部は釈迦堂川 により浸蝕 され、河岸段丘 と氾濫原 を形成 してい る。

地質 ：この地 域の基盤は白河構造線 にそった断裂運動 による火山活動によって形 成 されたグ

リー ンタフ層 で ある。約2500万 年前の新第三紀 初頭 の地層 を呈 し、 その上に約200万 年前の鮮

新世末期 か ら、約110万 年 前の更新世初期 にかけて、火山の噴火 によって形成 された火砕流堆

積物が厚 くつ もっている。鈴 木敬治 （1968）によ りDI層 ・DII層 と呼ばれてい る。 これ らは

須賀川石、三 城 目石 として石材 として利用 され てい る。

矢吹原 の丘 陵部 は白河 ローム層 （鈴木 ：1968） と呼ばれる降下火 山灰 によって直接覆 われ、

これに対 して台地部ではDI層 の上 に郡山層 と呼 ばれ る泥 ・砂 ・礫 などがあ り、 ラ ミナの発達

した水成堆積 物 が覆い、その上 に白河 ロー ム層 が堆積 している。

気候 ：矢 吹町 は東西 を山地 に囲 まれているため、 日照時 間は較 差があり、内陸性気候 で降雨

量 も少ない。1年 の平均気温 は11度 前後で、夏 は比較的高 く、冬はあ まり寒 くない。

植生は落 葉広 葉樹 を主 とす る温帯林に属 してい る。

第2節 名 代A遺 跡 の 歴 史 的 環 境

矢吹地方 の歴史は旧石器時代 まで逆のぼ り ・三城 目の陣 ヶ岡遺跡 ・成田遺跡 か らは、真岩 を

用いた石 刃技 法 によ り製作 されたナイフ形石 器 が発 見され、成田型 刃器の標式遺跡 となってい

る。

縄文時代 は最後の氷河期が終 った1万 年前 ころか ら気候 が温 暖 となり、それにつれて、土器

の発明 による新 しい文化が生 みだ された。縄 文土 器と呼ばれ る縄 目のついた特徴 の ある土器の

出現と、磨製 石器や石鏃 などの石器類 も作 られ、 多様化 して くれる。 それに阿武 隈川 を溯 る鮭

・鱒などの魚 労 によって、縄 文人の生活範囲は拡 大 し、これ につ れて遺跡 は阿武 隈川流域 か ら

山間部 にまで分布 している。
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第1章 第2節 名代A遺 跡 の歴史的環境

弥 生時代 ：この時代 、東 日本の文化は稲 作 を中心と した農 耕 と石器 を使用 していたが、西 日

本では金属 器が波及 し用い られている。矢吹 近辺では、 白河 市天王山遺跡、須 賀川市弥六内遺

跡 、石 川町 鳥内遺跡 、泉崎村踏瀬大山遺 跡 な どがある。須賀 川市弥六内遺跡 は、弥 生時代後期

の竪穴住 居26軒 が検出 された、東北地方有 数の大遺跡 である。

古墳 時代 ：この時代 に入 ると矢吹地方 に も巨大な古墳 がつ くられるようにな る。鬼穴古墳 、

谷中古 墳 な どがあり、特 に谷中1号 墳か らは円筒埴輪 が発見 されている。昭和50年 の範囲確認

調査 に よる と、長軸 、約50mの 前方後円墳 で あることが推定 されている。 また鬼穴古墳は阿武

隈川 を見下 ろす台上 にあ る巨大な古墳であ る。

律令 時代 ：大化の改新 により矢吹地方は 、道奥国、白河郡 とな り、畿内 にあった大和朝 延 の

支配下 に組込 まれた。 その後養老2年 （718）には石背国 に属 したが、間 もな く陸奥国 に統合 さ

れた。白河郡 は17郷 を有す る大郡で、郡 衛 は、郡の中心 と され る泉崎村の関和 久遺跡 に置 かれ

た。これ を支配 した白河郡 司は文部老一外正 五位一神護景雲3年 （769）、大領外 七位上奈 須直 赤

竜―嘉 祥元年 （848） ― などに阿倍陸奥臣 を賜 った とい う記録 がある。

この律令時代 に当る奈 良 ・平安時代の遺 跡 は 多く発見 されてお り、矢吹 町内 には約80ヶ 所 に

及んでい る。

この時代 の公道とされる山道は、福 島県 内は阿武隈川の西岸 に通 じていた と推定 され、県内

には7ヶ 所 の駅 と3ヶ 所 の伝馬が置かれた。 その遺跡 を想定 すれば、駅馬は、雄野、松田、磐

瀬 、葦 屋、安達、湯 日、岑 越、伊達、篤借 の9ヶ 所 である。 また駅伝 は白河、安積 、信夫の3

ヶ所 であ る。

石 背国府 と支配下の郡

養老2年 石背国が設置 され、その国府 が石 背郡 、石背郷 に置 かれた。国指定史跡の 「上人坦

廃寺跡」 で ある。この遺跡 は、石背国府正 庁跡 と想定 されて いる。 これに伴 な う石背国の郡 名

は、 白河 郡、安積郡、信夫郡 、会津の5郡 か らなってい る。

白河郡 は古記録 によれば、陸奥国で一番 大 きな郡で17郷 を有 した大郡 に位 置付 けられてい る。

これ らの郷 名は、大村郷 、丹波郷、松田郷 、入野郷、鹿 田郷 、石河郡、長 田郷 、白川郷、小 野

郷、駅屋 郷、松戸郷、小 田郷 、藤田郷、屋 代郷 、常世郷、高野郷、依上郷 か らなっている。

行方 原

今三城 目、矢吹 より中畑 、滑津へ渉 る平 野 の旧名なり。真東 限、南限は、逢隈川 に至 り、西

限は、 関和久、泉崎、大和 久の辺 に至るご と し。古簡に、石川庄行方野 と も云 ひ、此辺 は近世

まで、石 川郡の管内な り しな り、北は岩瀬 郡鏡沼 に渉 る。

『白河 風土記』 と 『地 名辞 書』の説 をあ わせて、広 く解釈す れば、行方野 は矢吹町 を中心 に

鏡石町 か ら中島村 に及ぶ と考えてよいであ ろ う。「行方の原」 あるいは 「行方 野」は、『大 日本地
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第1章 第2節 名代A遺 跡 の歴史的環境

名辞書 』 によれば 「ゆ きがた」 とよばれた とい う。これは 「義経 記』 によった ものかと思われ

る。 ただ し、『義経記』 のよみ がかならず しも正確 であるとは断定できない。現在 の福島県相馬

郡 の地域 の大部分は、江 戸時代以前は行方郡 であ り、十世紀 の 『和名抄』は そのよみを 「奈女

加多」（なめかた）と してい る。 これを用い る ならば、行方 の原 も古くは 「なめ かたの原」 とよ

ばれた可能性 が十分にあ るとしなければ な らないであろ う。

これ について 『矢吹 町の おいたち』（1964年）は 「なめかた野」 とよんでい る。現 在、中島村

との境 界 の地域 にある滑 津原 の地名は、 あるいは広 く行方野 原の名と関連す る ものであろうか

と思われ る。とす るな らば、行方の原は、 明 らかに 「なめかたの原」 であったこ ととなる。

周 辺 遺 跡 地 名 表
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第1章 第2節 名代A遺 跡 の歴史 的環境
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第2章 第1節 調査 に至 る経過

第2章 調 査 経 過

第1節 調 査 に 至 る経 過

矢吹 町明新原地内 には、奈良 ・平安時 代の集落跡 である名代遺跡 があることが確認 されてい

た。 こ こにゴルフ場 建設 のための開発工 事 を行 う予定とな り、名代遺跡 の現状保存 が困難で あ

ると認 め られるので 文化 財保 護法 に基 き、昭 和57年 予備 調査 を行った結 果、遺構の あると思

われ る地域 （明新原80番 地1410m2） を、平成元年2月1日 から、調査担 当者、永 山倉造氏 〈

日本 考古学協会員、元須 賀川市立博物館学芸 員〉の指導によ り、矢吹町教育 委員会が、地元の作

業員の協 力を得て発掘調査 を行 った。

第2節 調 査 日 誌 概 要

2月13日 （月） 本 日よ り名代A遺 跡 発掘 調査区 を重機 で、表土除去 作業開始。

14日 （火） 遺跡 南端側 を東西 に巾50cmの ベ ル トと して残 し、重機 にて東部よ り表土除

去作 業中、南東部 に土 師器片数点出土。 出土状況 を写真撮 影。

15日 （水） ～20日 （月） 東西ベ ル トの北面セ クシ ョンの精査作業並 びに撮影作 業。

遺跡 中央の南部 に落 ち込 み を確認、掘 り込 み作業開始。
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第2図 遺跡全測図
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第2章 第2節 調査 日誌概要

21日 （火） 基準杭 を設定する。東西 ベル トの北面 セ クション実測開始。

中央 南部の落 ち込みは住 居跡 と確認、SI－01と す る。

削平作 業中、南東部2ヶ 所よ り、接合可能 な土師器片数点 かた まって出土。

出土状況 を写真撮 影。

22日 （水） 南東部 に落 ち込み を確 認 、掘 り込み作業 開始。

表土除去作 業と遺構確 認面 の精査作業中、北部 に柱 穴が多数、確認 され る。

23日 （木） 本 日にて、重機によ る表土除去作業 を終 了する。

3月1日 （木）6mの グ リットを設定す る。

G－4～H－5・6グ リッ トより検出 した柱穴群の半裁作 業。

3日 （金）C－1・2・3グ リッ トより、溝状遺構 が検出。SD－01と す る。

6日 （月）L・M－5・6グ リッ ト （南東部） の落み込みは、切 り合 っている住居跡

と確 認 された。SI－03・04と して掘 り込み作業開始。

F－3・4・5～E－2・3・4グ リッ トよ り検 出の柱穴半裁作業。

7日 （火） 柱 穴のセ クション実測 開始。SD－01の 掘 り込み作業開始 。

9日 （木）SI－01の セ クシ ョン実測 開始 。

SD－01の 掘 り込み作業終 了。SI－01の 東壁付近 に炭、焼土、土器片数

点が検 出。SI－01の 南 西壁 を切 って落 ち込 みを検出、住居跡 と確 認 し、

SI／02と する。掘 り込 み作業開始。

10日 （金）～11日 （土）SI－03確 認面 に、焼土 と多量 の土師器片 を検 出。注意深 く掘

掘 り下 げ作業開始。SD－01の セ クショ ン実測並びに写真撮 影開始。

13日 （月）SI－01・02の 掘 り込 み作業 を終 了し、精査 して写真撮影 。

L－5グ リットに長方形の地床炉 らしき遺構 が検出 さる る。SX－01と す

る。

14日 （火）SI－04の 掘 り込 み作業 を終 了し、精 査す る。

SX－01の 半裁作業。

SI－03の 掘 り込 み作 業開始。

15日 （水） 柱 穴群の写真撮影。

SX－01付 近 に柱穴 を検 出 し、掘 り込 み作業開始。

16日 （木）～17日 （金）SD－01の 掘 り込 み作 業を終 了 し、平面実測 に入 る。

SI－04の セ クシ ョン写真撮 影。

20日 （月） 柱穴群 の実測終 了。

SI－03の セ クション実測 開始。
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第2章 第2節 調査 日誌概要

SI－01・SX－01の 平面実測 開始。

SI－03検 出の土器類 の出土状況 を平 面実測開始。

22日 （水）～24日 （金 ） 柱穴群の掘 り込 み作業開始 。

SX－01の 平面実測終 了。

SI－03の セクション実測終 了後、精査作業 に入 り、平 行 して平面実測開

始。

27日 （月）～29日 （水）SI－04の 平面 実測開始。

H・I－6グ リッ トに楕 円形状の粘 土質 が検出 されたので、1m×3mの

トレンチ を設定 し、掘 り込 み作業開始。SK－01と す る。

K－6グ リット付近 に、新たに長方形の地床炉 らしき遺 構 を検出。SX－

02と して、掘 り込み作 業開始。

30日 （木）～4月1日 （土）SI－01・02の 柱穴エ レベー ション実測 。

柱 穴群 の平面実測 開始 。

SI－04の 平面実測 開始。

4月3日 （月）～5日 （水）SK－01、 トレンチ壁面 セ クションの実測開始 。

C－3グ リットに深 く掘 り込め る大型 ピッ ト状遺構 を検 出。SK－02と す

る。

7日 （金）SX－01・02の 平面実測 開始。

遺構 全体の精査及び清掃 をもって、作業員 による検 出作 業 を終 了す る。

10日 （月）～ （水）SI－03・04の 柱穴 エレベー シ ョン実測、並 びに建物跡 （SB） と

考え られ る柱穴の平面 実測 。

13日 （木） 平板 実測 。

14日 （金） 遺跡 全体の写真撮影。

15日 （土）～19日 （水）SK－02の 掘 り込み作業 を終 了 し、写真撮 影。並 びにエ レベ ー

シ ョン、セクション、平面の実測。遺構 全部の平面図等の チエック作業。

20日 （木） 本 日をもって、発掘 調査 を終 了す る。
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第3章 遺構 と遺物 ・第1節 竪穴住居跡

第3章 遺 構 と 遺 物

第1節 竪 穴 住 居跡

第1号 住居跡 （SI－01） （第4図 、第3・ 第4図 版）

〔検出状況〕H・I－5～H－5・6グ リッ トにかけて第1号 住 居跡 と第2号 住 居跡が切 り

合 って検出 された。

遺跡全体は東西 に長 く、南 側 より以南は約2m程 の急 な落差 をもって一段 下 に、調査区外

の耕作田が広が っており、 第1・2号 住居跡 遺構 の全体 を検出 で きなかった。又、一時期 の

土砂崩れによ る破壊 もあり、流 れ込 んだ堆積 土 によって分か りに くく、遺構検 出作業は非常

な困難 を要 した。

〔プラン ・規模 ・方向〕 東壁 の一部と南壁は現 存 せず、西壁 は第2号 住居によって切 られる

形 をなすが、北壁 の長 さが4m80cm、 東壁 は3m50cm残 存、西壁 は3m70cm残 存 を測 る隅 丸

方形のプラ ンを呈するもの と思 われるが、全体 の規模は不明で ある。

中心線 は南北軸 方向N－4－Wを 示す。

〔壁 ・床面〕 壁 の上部は崩れ による破壊 と堆積 により不明であ るが、残存壁 高は、西壁12cm、

東壁8cm、 北壁23cmを 測 る。西壁 は直角に近 い立 ち上が りを呈 し、 東壁、北壁 は若干ゆるや

かな立 ぢ上 がりを呈する。

床面は黄褐色の粘土層 を直接 踏み固めて、 ほぼ平坦 に構築 されて いる。床面北東壁付近に

は焼土 が広が ってお り、土 器片 も数点出土 した。

〔覆土〕 大別 して4層 に分 け られ る。1層 は黒褐色 土で混 じりな く、 しまりもない。2層 も

黒褐色で しまりないが、砂粒 を含み、焼土、炭化物 も混入 して い る。3層 は黄褐 色土 でしっ

とりと、 しまりがあ り遺物 も包含 されている。4層 は黄褐色土で しっとりと、 しまりがあ り、

粘土粒 、粘土 ブロ ックが混入 している。

〔カマ ド〕 北壁 中央より西 に位置 して構築 されて いると思われ るが、破壊によ り遺 存部はわ

ずかで、全体 の構造 は明 らか に し得ないが、両袖の一部 と燃焼 部 の一部が残 るのみである。

焚口中央部 に柱穴状 ピッ ト遺構 が検出 されたが、土器類は出土 していない。

〔ピット〕 床面上 にピッ トが21個 検出 された。柱 穴 と考 えられ るピ ットで、土師 器片が出土

しているのは、P3、 か ら2片 、Puか ら1片 、Pか や1片 、P16から1片 、P17から3片 、P21から

12片 、（土師片18点 、内黒土 師器2点 ）である。

P1は上面径36cm×24cm、 深 さ43cm、P2は 上面径36cm×38cm 、深 さ38cmを 測 る円形 を呈する。

P3は上面径30cm×21cm、 深 さ28cm、P5は 上面径26cm×30cm、 深 さ37cmで 楕円形 を呈 する。柱
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第3章 第1節 竪穴 住居跡

第4図 第1号 ・第2号 住居跡
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第3章 第1節 竪穴住居跡

痕 は検 出 されないが、断面観察 と位置的にみて主柱穴 と考 え られる。

P11は上面 径72cm×45cm、 深 さ42cmを測 り、楕円形で土師器片 が6点 出土 して いる。床面 を

掘 り込 んだ と考えられる状況 を呈す る為 、貯蔵 ピ ットと考 え られる。

P19は上面径61cm×60cm、 深 さ48cmを測 る円形 を呈す る。 その形状 からいって貯蔵 ピットと

考えられる。

住居跡外 よ り検出 された ピ ットは、北東角 の壁 にかかって、P22は上面径80cm×63cm、 深 さ

18cm測 る。楕円形 を呈 し、東壁付近にP23P24で 、P23は上面径85cm×86cm、 深 さ55cm、 底部 は、

ほぼ平 な円形 を呈 し、やや大型 ピット内 よ りッ ト内よ り土師器片 が3点 出土。 内1つ は有段

丸底の内黒 の杯 （第5図 、第12図 版） である。焼 土、炭化 物 も検出 された。P24は上面径45cm

×53cm、 深 さ23cm。 不整 円形 を呈 し、内黒土師 器片1点 を含む12点 の土師器片 が出土 してい

る。

〔遺物 〕 第1号 、第2号 住 居跡の遺構確認面、住 居跡床面 、住 居跡 内外及び付近 、柱穴、 ピ

ッ ト内よ り土師器、須恵 器片が合計219点 出土 しているが、いづれ も復元で きなかった。が

図上復 元実測の出来た もの は、（第5・6図 、第12図 版） と28点 である。

鉄製 品 （第7図 、第13図 版）が1点 、土製器 （第7図 、第12図 版）が1点 、ふ いご （第7

図、第12図 版）が1点 出 土 している。

土師器 （第5図 ・1～16、 第6図 ・1～10、 第12図 版）

杯 （第5図 ・1～16）

（1） は口縁部 か ら底部の破片 を図上復元実測 した。体部 に段 を有 し、内湾 して口縁部に至

り、丸底 と思 われる。外面 口縁部 に横ナデ、底 部 に手持 ちヘ ラケズ リが見 られ、内面は黒色処

理 の後、他 方向の ミガキが施 されている。器肉は厚 く、推 定口径18cmを 測 る。

（2） は椀型土 器であろう口縁部 を図上復 元実測 した。体部は 丸味 をおびて内湾 して 口縁部

へ至る。内 面はわずかに巻上 げ痕 が残 り、手持 ちヘ ラ調整 とヘ ラ ミガキが施 され、外面は手持

ヘラ調整 とヘ ラミガキで 丁寧 な仕上 げである。内外面共黄灰茶褐色 を呈 し、胎土 は緻密で焼成

も良好で ある。器肉はやや厚 く、推定口径16．2cmを 測 る。

（3）は 口縁部 から底部 にかけて約1／6残存の破 片 を図上復元実測 した。体部 に段 を有 し、外

傾 して口縁 部 に至 り、丸底 と思 われ る。外面 は横 ナ デと底 部に手持 ちヘ ラケズリ痕 が若干残 る。

内面は黒色処理の後、横方向の ミガキとナデが施 されている。器肉は薄 く、胎土 は粒 子が荒い。

推定口径は19．8cmを 測 る。

（4） は口縁 部か ら底部 にかけて約1／6残存の破片 を図上 復元実測 した。体部中央 に明瞭 な稜

を有 し、内湾気味 に立 ち上が り、口縁部へ外傾す る型 を呈 する。外面口縁部に横 ナデ、底部 に

手持 ちヘ ラケ ズリ、内面は黒色処理 の後、ヘ ラ ミガキが施 され てい る。器肉は厚 く推定 口径9．8
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第3章 第1節 竪穴住居跡

第5図 第1号 住居跡出土遺物実測図

cmを 測 る。

（5・6・7・8） はいづれも体部 に段 を有 し、内面が黒色処理の後、ヘ ラ ミガキが施 され

てい る、丸底 を呈す る と思われる杯の破片 である。

（9・10・12） は丸底で、体部 と底部 の境 が明瞭で ない、 内湾 した型 を呈す ると思 われる杯

の破片 である。 いづれ も内面に黒色処理 が施 され、 ミガキ が見られ る。

（11）は体部 の段 を有す る部 から破損 の丸底 であろ うと思 われる破 片で ある。

（13・14・15） は平底風丸底 であろ うと思われる杯 の破片 である。内面 は黒色処理 の後 ミガ
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第6図 第1号 住居跡 出土遺物実測図

―14―



第3章 第1節 竪穴住居跡

キが施 されてい る。

（16）は内外面共黒色処理が施 されてい る杯 の体 部の破片であ る。

甕 （第6図 ・1～10、 第12図 版）

（1・3・5・6） は甕 の底部の破片 を図上復 元実測 した。1・3・5は 底部 に木 の葉様痕

が残 り、器肉 が厚 く、手持ちヘ ラケズ リの痕 が見 られ る。16は やや薄手の底部 の破片 であ り、

手持 ちヘ ラケズ リ痕 が残 る。推定底径1は11cm、3は9cm、5は8cm、6は7cmを 測 る。

（2・4） は頸 部 から体部 にかけての破片であ る。 どちらも器肉は薄 く、頸部 に横 ナデが見

られ、体部 はヘ ラケ ズリとヘラ調整 が見られ る。2の 推 定頸径 は16．5cmを測 る。

（7・8・9・10） は口縁部 のみの破片 である。7は 器肉が薄 く、横 ナデとヘ ラ調整 が施 さ

れ、指母痕 が若干 残 る。推定口径は12．4cmを測 る、8．9は 横 ナデとヘラ調整がわず かに残 る。

10は 外頸部にヘ ラ調整 の沈線 と、口唇部、頸部 に横 ナ デが観察 されるロクロ形成の破 片で ある。

口縁部 は外傾 し、折 り返 し耳の型 を呈する。内外面 共白橙褐色 を呈 す る。

須恵器 （第6図 ・11・12、 第12図 版）

壺 （第6図 ・11・12）

（11）は体部下端 約1／10残存の破片 を図 上復元実測 した。器肉の厚味 と形状 から見 て、壺形 を

呈す るものと思 われ る。外面上部 に明灰色の自然釉、 内面 上部 に灰黒色の自然釉 が観察 される。

ロクロ成形による。推定最大胴 径18．2cmを測 る。

（12）は頸部 の付近、肩の部 分の破片であろ うと思 われる。内外面共、人工的 に灰 釉が全体

に観察 される。ロ クロ成形による。

第7図 第1号 住居跡 出土遺物実測図

―15―



第3章 第1節 竪穴住 居跡

土製品 （第7図 ・1～3、 第12図 版）

ふ いご （第7図 ・1） 住居跡 の外 、 カマ ド付近 から出土 した破片で ある。明橙褐 色 を呈

し、一部 に黒色に変化 を見 る。胎土 は緻 密 で、長さ5．3cm、 巾4．4cmを測 る。 円筒型 を呈す。

（3） は長 さ5．6cm、径3．5cmを測 る、先 が丸味 を滞び た棒状 を呈 し、明赤橙褐色の胎土 で、

表面 が黒色 の用途不明 の土製品である。

鉄製 品 （第7図 ・2、 第13図 版）

（2） は長 さ9．5cm、巾が1．8cm～2．4cmで、一辺が約1．8cmの 長方形の立方体 を呈す。 ただ し、

若干 の湾曲 を見る。腐触 が激 しく、原形 の復 元が不可能 で、用途不明の鉄 製品 である。

第2号 住居跡 （SI－02） （第4図 ・3、 第4図 版）

〔検 出状 況〕H・I－5～H－4グ リ ッ トに第1号 住 居跡 の西壁 を切 って検出 された。 第1

号住 居跡の西壁 を検出 中、途 中で壁の境 が不明 とな り、黒 い落 ち込 みに変 わり、掘 り込 んで

ゆ くと、西南方向へ壁 が検 出された。又 、第1号 住居床 面 よ り約20cm程 下 がって床面 が検 出

され、第2号 住居の方 向性 も確認 された。

〔プラ ン ・規模 ・方向〕 北壁4m20cm、 東壁は90cmま で、西壁は50cmま で を測 るが、南壁 は

崩れ による破壊 と、調査区外 に入るため、全体のプラ ン及び規模 は不明で あ る。

中心線 は、南北軸方向、N－23° ～25°－Wを 示すと考 え られ る。

〔壁 ・床 面〕 北 ・西壁共 に、20cm程 の壁高 を測 り、ゆ るやか な立ち上 が りを呈す。

床 面は、黄黒褐 色 を掘 り込 んで構 築 されているが、あ ま り踏みかため られ た痕跡 はな く、

遺存状 態 が悪い。

〔覆土〕 土砂崩れによ り、明確 に記録 す ることがで きなかったが、軟か い砂 質を含む黒 茶褐

色土 と黄黒褐色の堆 積土 であることだ け確認 された。

〔ピッ ト〕 床面より ピッ トが6個 検出 された。P6は 上面径57cm×50cm、 深 さ45cmを測 る不整

円形で 、住居内では最 深の ピットで ある為、貯蔵 ピッ トと も考えられ る。P1は 上面径33cm×

27cm、 深 さ17cmの不整 円形、P2は 上面 径47cm×42cm、 深 さ26cmの 不整円形、P3は 上面径54cm

×44cm、 深 さ27cmの 楕 円形、P4は 上面 径99cm×44cm 、深 さ12cmの 不整形、P5は 上面径63cm×

47cm、 深 さ18cmの 不整 形 を呈する。 いずれ も破壊が著 し く、明確 なピッ トは検出で きなか っ

たが、P2・P3は かろ うじて柱穴 とも考 え られる。P4の ピ ット内より土師器片 が1点 出土 して

いる。

〔遺物〕 第1号 、第2号 の住 居跡の遺構確認 面、住 居跡 床 面、住居跡 内外及 び付近、柱穴 、

ピッ ト内 より合計219点 出土 しているが、いずれも復元不 可能な破片で ある。
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土師器 （第8図 ・1、2）

甕 （第8図 ・1、2）

（1） は底部の約1／4の

破片 を図上 復元実測 した。

外面に横 方向のヘ ラ調整

が施 され、木葉痕が見 ら

れる。焼 成は堅緻である

が胎土 は荒 い。推定底径

10cmを 測 る。

（2） は体部下端よ り

底部にかけ ての破片であ

る。内面のヘ ラ調整が沈

線 として4本 残 る。内外 面共、色調は明黄橙褐色 を呈す。

第3号 住居跡 （SI－03） （第9・10図 、第3・4図 版）

〔検出状況〕L－6・7～M－6．7グ リッ トにかけて、 第4号 住居跡 と第5号 住居跡 が切

り合 って検 出された。

遺 構の境 界線が不明瞭 で、確認に手間 どったが、表土 を除去 作業中、土師器 （第11図 、第

10図 版） が出土 してお り、遺構があるであろ うと予測は していたが、掘 り込ん でゆくと一面

に焼土 が広 がって検 出 された。 その為、注 意深 く作業 を進 め ると、遺物が多量 に散 らば り、

広が って出土 した。

〔プラン ・規模 ・方向〕 南 東壁の角は第4号 住居跡 で切 られてお り、東壁は3m60cm、 南壁

は3m90cmを 測 り、西壁 は4m30cm、 北壁 は4m60cmを 測 る、やや不整な隅丸方形プ ランを

呈す る。

規模は床面積が約19．78m2を 測 る。

中心線 は南北軸方向 、N－35° －Wを 示す。

〔壁 ・床 面〕 第4、 第5号 住 居跡 との重複 によって北壁 の北東部 と、北東部 の東壁の 一部は

明瞭 で ないが、北壁 は18cm、 南壁は23cmを 測 り、急 な立 ち上 が りを呈す る。東壁は17cm、 西

壁は22cmを 測 り、ややゆ るやかな立 ち上 が りを呈する。

床面 は厚 さ約18cmの 粘 土質 を敷 き、踏 み固めて、やや南下 が りに構築 され てお り、貼 り床

と考 え られる。又、北 東部一面 に焼土 が検 出 されている。

〔覆土〕 床面より上層部 は、黄黒褐色 土 と、黒褐色土 の 自然堆積 に、貼 り床 で ある粘土層が

第8図 第2号 住居跡出土遺物実測図
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第9図 第3号 、5号 住居跡
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1層 加わ り、床の下層部 に黄灰褐色 土と黄褐 色土 の2層 で、5層 に大別 され る。

〔カマ ド〕 確 認で きなかった。

〔ピット〕 住 居跡内外に18個 の ピッ トを検出 した。

P5、P6、P12、P13、P18においては、第5号 住居跡 に伴 うもの と考 えられるが、第3号 住 居跡

での検出 ピッ トと して説明す る。

P1は 上面径32cm×33cm、 深 さ38cm、P2は 上面 径38cm×36cm、 深 さ36cm、P3は 上面径37cm×

37cm、 深 さ34cm、P4は 上面 径23cm×25cm、 深 さ32cmを 測 る。 その形状、断面観察 と位置的に

みて、主柱 穴 と考えられる。

P5は 上面径36cm×31cm、 深 さ21cmを 測るが、第5号 住居跡の カマ ド煙道部の途 中 に位置す

る。

P7は 上面径65cm×51cm、 深 さ21cm、P8は 上 面径83cm×66cm、 深 さ62cm、P9は 上面径77cm×

55cm、 深 さ37cm、P10は 上面径25cm×28cm、 深 さ53cm、P11は上面径27cm×26cm、 深 さ43cm、P16

は上面径43cm、 深 さ33cmを 測 り、以上の各柱穴 は、垂直に近 く掘込 まれた、明瞭 な掘 り方 を

持つ為 、掘 立柱 建物跡 として の可能性 もあ るが、相対する柱穴 が確 認で きず 、掘立柱建物跡

とは断定せ ず、第3号 住居跡内 の ピッ トとして説明 した。

〔土坑〕 住 居跡内の焼土の下 に、貼 り床が検出 され、 その中の柱 穴 を掘 り下 げた ら、床 であ

る粘土 層の下 に黒い落 ち込み を確 認、最大上面径約2．8m×2．5mを 測 る大型土坑 である。第

5号 住居跡 に伴 う遺構 とも考 え られるが、使途不 明である。

〔遺物〕 住 居跡北東部 に復元 可能なもの から破片 まで数 えて306点 と多量 に出土 した。

第3号 、5号 住居跡 は切 り合い、重複関係 にあ り、どちらの遺構 からの出土か判別 しにく

く、第3号 住 居跡 からの出土 として報告す る。

復元で きた ものは、土師器 で小型の杯 と大型 の鉢 の2点 だけで ある。

土師器では大型甕の底部 、体部、口縁部 と、木葉痕の見 られ る甕 の底部、壺型土器、内黒

の杯 （段 を有す るものも含 む） が出土 しているが、いづれ も破 片 であって、図上復元実測 を

した。

その他、石 が3点 と、土 製品 が1点 出土 してい る。

土師器 （第11図 ・1～7、 第12図 ・8～16、 第13・14図 版）

杯 （第11図 ・1～2）

（1） は杯 の破片 で、外面の一 部に有段 が見 られる。小片 によ り充分な観察は出来 ないが、

外面は横 ナデ、内面は黒色処 理 が施 され、丁寧 なヘ ラ ミガキが観察 される。

（2） は底 部 と口縁部約1／2残存 を復元実測 した。底部はほぼ平 で、体部へ向 って丸味 をおび

て立 ち上 が り、内湾気味 に口縁部 に至る。内外面共、上半分 に巻 き上げ痕 、下 部にヘ ラケズリ
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第10図 第3号 住居 跡内土坑

痕が観察 される。器肉はやや厚手 である。推定 口径8．2cm、器高4．7cmを測 る。

甕 （第11図 ・3～7、 第12図 ・8～16）

（3）は住居跡 内より出土 した頸部の破片 を図上復元 した。 器形は小型の甕 と思 われ る。外

面体部はハ ケメ調整、内面体部 はヘ ラナデが施 され 、頸部は内外 面共横ナデが施 されている。

断面の 一部 にま き上げ痕が観 察 される。推定胴 径15cmを 測る。

（4）は体部 の 上半、口縁 部 が欠損 した甕 を復 元実測 した。接合 不可能の小片 が11点 あるが

器形は鉢形 に近 い甕 と考 えられ、底部より体部下 半 に直線的 に大 きな広がりを持 ち、胴部中央

よりやや膨 み、体部 に至る。 外面は幅のあるハ ケメ ケズ リ、内面 はヘラナデが施 され、まき上

げ痕が観察 され る。胎土は荒 く粗雑で焼成は悪 い。底径14．5cm、胴 径33cm。

（5） は底 部約2／3残存を復元実測 した。傷 等 によ る凸凹は あるもののほぼ平 な底部 より丸味
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第11図 第3号 住居 跡出土遺物実測 図
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第12図 第3号 住居跡出土遺物実測図

をおびて立 ち上 がり、直線 的に外傾 す ると思 われ る。内外 面共ヘラケズ リ痕 、粘土貼 り付 け痕

が見 られ る。内面の体部下端 にヘ ラケズ リ痕 が一め ぐりの呈 を示 し残 る。 器肉は厚く、胎土 が

荒 く、焼 成 も甘い。推 定底 径は11．8cmを測 る。

（6） は口縁部の破 片 を図 上復元実測 した。体部は丸味 を滞び、頸部で急 に 「く」の字 に く
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びれ外傾 して口縁部 に至 る、肩 の張 った形 を呈す ると思われる。摩滅が激 しいが巻 き上 げ痕 と

ヘラケズ リ ・ヘ ラナデが観 察 される。器肉はやや厚 い。推定 口径18cmを 測 る。

（7）は 底 部の破片約1／3残存 を復元実測 した。外面縦方向 のヘ ラケズ リ、内面 はヘ ラ調整が

施されて い る。推定底径11cmを 測 る。

（8） は口縁部から体部へ かけて約1／4残存の破片 を図上復元 実測 した。体部 は丸味 をおびて

頸部に向 か って内湾 し、「く」 の字に急に外傾 し口縁部へ至る。器 肉は薄いが、大型の甕 と思わ

れる。内外 面共摩滅 が激 し く技法は明瞭で ないが、わずかにヘ ラ調整 が見える。内面頸部の陵

線は明瞭 に観 察 される。推定 口径19．4cmを測 る。

（9、10、11、13、14、15、16）9と11は 口縁 部、10は頸 部 か ら体部、13・14は 体部、15・

16は底部 の いず れも破片 であ る。10と16は 断 面に巻 き上げ痕 、13は 内面に クシ目、9・10・11

・14・15に ヘ ラ調整が観察 され る。

（12）は底部約1／5残存 の破 片 と、体部約1／4残存の破片 を図上復 元実測 した。底部 よりやや直

線的に立 ち上 がりをもって外傾 し、体部は ややふ くらみ をもち内湾気味 に口縁 部へ至 る形 を呈

第13図 第3号 住居 跡出土遺物実測 図
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する ものと思われ る。 内外面共摩滅 が激 しく、輪積 み粘土 を押 し伸 ば した と思われる痕 が残 る

のみで調整は不明で あ る。底部には木葉痕 が観察 され る。推定最大胴 径20 .4cm、推定底 径12.2

cmを 測 る。

土製器 （第13図 ・1・3、 第13図 版）

（1） は長 さ6.8cm、 巾3.1cmを 測 る。大型の甕 の丸味 をおびた底部 の角の形 を呈す る破 片で

あるが、長 さが直線 的 にのびる様子 を呈す る為、何 であ るか、用途は不 明である。明黄橙褐色

を呈 し、胎土の粒子 は荒 い。

（3） は高 さ6.3cm、 底径8.2cmを 測 る円筒状の土製 品の破 片である。底 部 中 央 に径1.2cmを

測 る穴状 を呈する凹部 を有す る。暗灰 黄橙褐色を呈す る緻 密な胎土の底部 と体部 に黒色変化 が

見 られ る。形か ら見た所 、土器を焼 く時 の土台に使用 された もので あろ うが、全体の形 が把握

で きないので、断定 は で きない。

石 （第13図 ・2・4、 第14図 版）

（2） は長 さ7.2cm、 巾4.8cm～2.2cm、 厚 さ2cmを 測 る、ひ ょうたん を縦半分 に割った様 な形

を呈す。石質は石英 で、瑪瑙色 を呈す。 火打石として利 用 したかと考 えられ る。

（4） は各辺の長 さが10.5cm、8 .5cm、8.4cmで 、厚 さ2.8cmを 測 る 三角形で 二枚貝の様 な形 を

呈す。一面に平行直線 が 多数観察 され る。浅 い傷状 で、研磨 による痕 か とも思われるが、用途

は不明で ある。色調は 青味がかった黒色 を呈 し、石 質は硬緻 である。

第4号 住居跡 （SI－04） （第14図 、 第4・5図 版）

〔検出状 況〕M－5・6・7～N－5・6グ リットにか けて第3号 住居 を切って検出 された。

今回 の調査区の中で は東端 に位置す る。

土砂崩 れ等の流 れ込 んだ堆積土 （黒褐 色土）によって、住居跡 として境 目がはっき りせず、

プ ラ ン線 引きが非 常 に難 しく、検出作 業は困難 であった。

〔プ ラ ン ・規模 ・方 向〕 住居跡の北西 角部が第3住 居跡 を切って、南北 に長 く、南下 が りに

構 築 されている。

北 壁 の長 さが5m10cm、 東壁 が5m80cm、 南壁 が5m30cm、 西壁が6m10cmを 測 る隅丸長

方形 の プランを呈す る。

規 模 は床面積 が約33．1m2で あり、本調査 区内 より検出 された住 居跡 の中 では最大規模 を測

る。

中心線は南北軸方 向、N－19° －Wを 示す。

〔壁 ・床面〕 壁高は 、北 壁9cm、 東壁19cm、 南壁20cm、 西壁17cmを 測 る。北壁はゆるやか な

立 ち上 が りを呈 し、東 壁、西壁、南壁は やや直角に近 い立 ち 上が りを呈す る。
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第14図 第4号 住居跡
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床 面 は明黄褐 色 の 粘 土 層 を直 接 踏 み 固 め てや や 南下 が りに構 築 され て い る。

住 居 跡 内 の南 中 央 部 床 面付 近 よ り、 土 師 器 片 が9点 出 土 してい る が 、 そ の 内5点 が内 黒 土

師 器 片 で あ る。

〔覆 土 〕 大別 して4層 に別 け られ る。1層 は黄 黒褐 色 土 で 、 砂 粒 が 多量 に 混 入 して いて サ ラ

サ ラ して い る。 又 、 小 礫 や焼 土粒 も混 じ る。2層 は明 黒 褐 色 土 で 、焼 土 粒 、小 礫 が多 量 に 混

入 し、 炭 化物 も混 じ る。3層 は 黄褐 色 土 で、 小礫 が多 量 に混 入 し、 粘 土 粒 も混 じる。4層 は

黒 黄 褐 色 土 で 、焼 土 粒 が混 入 し、粘 土 粒 が混 じ り、 しっ と り して い る。

〔カマ ド〕 全体 の プ ラ ンは不 明 で あ る が 、 煙 道部 が北 壁 中 央 か ら2.1mの 長 さで、住 居 外 に張

り出 して構 築 され て い る。

破 壊 が著 し く、 両 袖 部 、 焚 口部 、 燃 焼 部 な どは確 認 で きな か った 。

煙 出 しピ ッ トは 、 底 部 が約30cm程 掘 り込 まれ、 煙 道 部 に対 して、 い わ ゆ る頭 で っ か ちの 型

を呈 す る。

〔ピ ッ ト〕 住 居 跡 内 外 に36個 の ピ ッ トを検 出 した 。

P1は 上 面 径38cm×38cm、 深 さ20cm、P2は 上面 径40cm×35cm 、 深 さ18cm、P3は 上 面径49cm×

27cm、 深 さ38cmを 測 る 。 その断 面 形状 、位 置的 にみ て 、 主柱 穴 と考 え ら れ るが 、深 さの 掘 り

込 み が た りず、浅 い よ うだ 。P1よ り内 黒 土 師 器 片 が1点 、P2よ り土 師 器 片 が10数 点 出 土 して

い る 。

P11は 上 面径63cm×72cm、 深 さ23cmを 測 り、 不 整形 を呈 し、 土 師器 片 が2点 出土 して い る。

P13は 上 面 径27cm×30cm、 深 さ13cmを 測 り、 円 形 を呈 し、 土 師 器底 部 片 が1点 出土 して い る。

P10は 上 面 径51cm×70cm、 深 さ20cmで 隅 丸 長 方 形 を呈 す 。

P27は 上 面 径60cm×58cm、 深 さ42cmで 土 師 器 片2点 出 土 。P32は 上 面 径66cm×58cm、 深 さ26cm

で 、 土 師 器 片3点 出 土 し て い る。

P28は 上 面 径30cm×35cm、 深 さ53cm、P29は 上 面 径27cm×24cm、 深 さ49cm 、P30は 上 面 径20cm×

32cm、 深 さ43cm、P31は 上 面 径19cm×22cm、 深 さ33cmを 測 り 、 その 規模 、断 面 形 状 が似 通 っ て

お り、 間 尺 もP28とP29の 間 は1.6m、P29とP30と の 間 は1.2m、P30とP31と の間 は1 .7mを 測 り、 一 直

線 上 に並 ぶ為 、 柵 列 か と も考 え られ た が 、 南壁 よ り外 に10cm位 しか難 れ て い ない 為、 軒 の 支

柱 か 出 入 口 の遺構 に 伴 う もの で もあ ろ うか。

〔遺 物 〕 第4号 住 居 跡 内外 よ り、115点 遺 物 出土 。その 内 、住 居 跡 南 壁 中央 付 近 の 床 面 よ り、

内 黒 土 師 器片 が4点 出 土 した。 その 内3片 は、 同一 の （第15図 ・4） 杯 片 で あ っ た。

P1内 よ り出土 の 内 黒 土 師 器片 は （第15図2、 第14図 版 ） 復 元 可能 な杯 で あ っ た。

P11ピ ッ ト付近 よ り段 を有 す る内黒 土 師 器 の （第15図1 、 第14図 版 ） 杯 片 が 出土 した 。

遺 構 確 認 面 よ り須 恵 器 甕 の頸 部片 （第15図11、 第14図 版 ） と、須 恵 器 壺 の 頸 部 片 （第15図
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12第14図 版） が出土 した。

第15図 第4号 住居跡 出土遺物実測 図
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土師器 （第15図 ・1～10、 第14図 版）

杯 （第15図 ・1～6）

（1） は体部 か ら口縁部 にかけて約1／10の破片 を図上復元 実測 した。器形 は丸底で、体 部 に段

を有 し外傾 しながら口縁部 に至 る。外 面口縁部は横ナ デが施 され、底 部 には手持 ちヘ ラケズ リ

がわず かに見られる。 内面は黒色処理 が施 され、横方向 の丁寧なヘラ ミガキが観察 される。推

定 口径19.5cmを 測 る。

（2） は約1／3残存 の杯 を復元実測 した。底部は平底 風の丸底である。 底部 より体部 にかけて

丸 み を持 って立 ち上 が り口縁部 に至 る。外面 口縁 部には横 ナデ、体部 よ り底部にかけて手持 ち

ヘ ラケズ リ ・ヘ ラ調整 が施 されてお り、 口縁部下端 には軽 い陵線 がみ られ る。内面は黒色処理

の後 、全体 に他方向の丁寧 なヘ ラミガキ が施 されてい る。器厚は肉厚で あ る。推定口径14 .4cm、

高 さ4cmを 測 る。

（3） は口縁 部の破 片 を図上復元 した。体部はほぼ直線 的に広 がりを持 って口縁部へ 至 る。

内外面共 ロクロ線 が明瞭 に観察 され、 内面は黒色処理 が施 されてい るが、 ミガキは見 られ ない。

器肉 が薄 く、焼成 は堅緻 である。推定 口径12.4cmを 測 る。

（4） は住居跡内 床面 から出土 した ものである。口縁 部から体部にかけ て約1／5残存す る内黒

の杯 の破片 を図上復元 した。体部 より口縁 部にかけて直線的 に広がる形 を呈す る。内外 面共ロ

クロ調整痕がわず かに残 り、内面は黒色 処理 が施 され、不定方向のヘ ラ ミガキ と若 干の ナデが

観察 され る。推定口径16.4cmを 測 る。器 肉は薄い。

（5） は住居内床面 よ り出土 した もの で、口縁 部か ら体部 にかけて約1／6残存のロクロ使用 の

杯の破 片 を図上復元実測 した。外面体部 はロクロ成形後 手持 ちヘラ調整痕 が観察 され る。内 面

は摩滅 がはげしいが、黒色処理が施 され手持 ちヘラ調整痕 が残 るが、 ミガキは見られない。器

肉は薄 く焼成は良好で ある。推定 口径12.6cmを 測 る。

（6） は住居跡内 よ り出土 した杯 の破 片である。器厚 が厚 く外面に ロクロ成形 による線 が2

本観 察 される。内 面は口縁部は横 ナデ、体部は縦方向の ミガキがみ られ内黒処理が施 されて い

る。

壺型 土器 （第15図 ・7）

（7） は頸部 と口縁 部の約1／7の破 片 を図 上復元 した。頸部 の短かい壺型 土器 と思われる。頸

部か らほぼ直立気味 に口縁 部に至 る。内外 面共、丁寧 な横 ナデとヘラ調 整が施 されているが、

内面 はやや腐触状 を呈 す。推定口径16.4cmを 測 る。

甕 （第15図 ・8～9）

（8・9） は住 居跡 内 よ り出土 した底部の破片である。8は 約1／6残存 を図上復元した。 いず

れ も体 部下端 と底部 にヘ ラケズリ調整 が施 されているが、摩滅が著 しく観察 が困難であ る。8
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の推定底径12cmを 測 る。

（10）は甕 の体部の破片 で ある。外面は縦方 向の クシ目と巻 き上げ痕 が残 る。 内面は横方向

のクシ目の跡 が明瞭 に残 る。

須恵器 （第15図 ・11、第14図 版）

壺 （第15図 ・11）

（11）は壺 の頸部の破 片で あ り、約1／6残存 を図上復元実測 した。内外面共 ロ クロ成形による

水挽 き痕 が観察 される。内面 に指頭圧痕、断面 に体部 とのハ リツケ による接合 の痕 がみ られる。

外面一部 に熱 に よる変化 と思 われ る痕 が見 られ る。推定頸 径12cmを 測 る。

灰釉陶器 （第15図 ・12）

壺 （第15図 ・12）

（12）は長頸の壺の破片 と思 われる。頸部 と肩 部との境 界に一条 の陵線 を有 す る。内外面共

にロクロ成 形 による水挽 き痕 がみ られる。外面 には緑色の灰釉 がかけられ、一 部 には熱による

変化が観察 される。

第5号 住居 跡 （SI－05） （第9図 、第3・ 第5図 版）

〔検出状況 〕 第3号 住居跡 と切 り合って、北 壁部が重複す る形 で検 出された。

第3号 住 居跡 が、ほぼ全遺構 を検出 した後 、 どうしても北壁 が明瞭さを欠 く為 、掘 り込 み

をした所、 も う1つ 壁が重 複 し、それに伴 い煙 道 と思われる、細 く北にの びる遺構 を確認 し

た。東壁は 、第3号 住居跡 と第4号 住居跡 とに切 られ、他 はま った く第3号 住居跡 と重複関

係 にあり検 出で きなかった。

〔プラン ・規模 ・方向〕 北 壁 、約3m、 東壁 、約1m50cmを 測 るのみである為 、プ ラン・規

模 は不明 であ る。

方向は 、北 東角 に壁が残存 す ることか ら考 えて、心中線 は南北 を示すであろ うと思われる。

〔カマ ド〕 第3号 住居跡 の北 東角壁 に切 られ る呈 をなし、第5号 住居跡北壁 の中央 に位置す

る。煙道 巾、上径23cm、 底 径10cm、 煙出 しピ ッ ト先までの長 さ、1m15cmを 測 る。 カマ ドか

ら遺物 は何 も出土 して いない。覆土、 ピッ ト、遺物等は、第3号 住居跡 と重複関係 にある。
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第2節 掘立柱建物跡

調査 区内中央よ り西 部側にわたって、柱痕 を伴 う掘 り方 を含むピ ット群 が確認 された。検 出

面 は第4層 の耕作土直 下ローム面におい て検出 された もので ある。竪穴住居跡 との関連は推測

で きないが、これ らの い くつかは何 らかの関 わりをもった ピットで あろ うと思 われ、柱 穴 と断

定す る には無理があ るが、一応、全体 の規模が推測 され るものだけを、建物跡 として報告す る

ことと した。

第1号 、第2号 建物 跡 （SB－01、SB－02） （第16・17図 、第1・2表 、第5・8図 版）

D～2・3グ リッ トにかけて検出 された柱穴群で ある。 第1号 建物跡 、第2号 建物跡 と もほ

第16図 第1号 建物 跡

－30－



第3章 第2節 掘立柱建物跡

ぼ同 じ規模 で、間数は南北2間 、東西1間 で あ り、主軸方向は1号 建物跡 がN－9° －W、2号

建物跡 がN－5° －Wを 示す。掘 り方埋土は、 いづれも3層 に分け られる。2棟 の建物跡の前後

関係、使途 は不明である。柱穴 内か らは1点 の遺物 も出土 してい ない。

第1表 第1号 建物跡ピ ッ ト形態表

第17図 第2号 建物跡
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第2表 第2号 建物跡 ピッ ト形態表

第3号 、第4号 建物 跡 （SB－03、SB－04） （第18・19図 、第3表 、第6・8図 版）

D、E～2・3グ リッ トにかけて地 山ロ ーム層よ り検出 された ピット群 である。 その北 側 よ

りに13ケ 所 の大小 さま ざま、深 さ60cmか ら13cmの ピットが検 出 された。明 らかに柱穴状 ピッ ト

と思 われ るが、遺構 につ ながるものが記録 で きなかった。

第3号 建物跡は11ケ 所 の ピッ トが柱穴 群 と想定でき、規模 は間数 が東西3間 、南北が2間 で

間尺が1.5m（5尺 ） か ら21m（7尺 ）であ る。柱穴の深 さは平均 して40cm～50cmと 深い。掘 り

方埋 土 も遺存状態が良 い。主軸方向はN3°Eで ある。

第4号 建物跡は8ケ 所 の ピッ トが遺構 に伴 う柱穴 と思 われ、規模は間数が東西2間 、南北 が

2間 で間尺 が2.1m（7尺 ） と、ほぼ等間隔 で検出され、掘 り方、柱痕 も遺 存状 態が良 く、確 認

された。主軸方向はN5°Eと ほぼSB－03に 等 しいが、2棟 との前後関係や関連性 は不明 であ

る。 又、遺物はSB－04の み土師器片が2点 出土 したにす ぎない。

第3表 第3号 建物跡 ピッ ト形態表
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第18図 第3号 建物跡
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第19図 第4号 建物跡

第4表 第4号 建物跡 ピ ッ ト形態表
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第5号 、6号 建物 跡 （SB－05、SB－06） （第20・21図 、 第5・6表 、第6・8図 版 ）

E～4、5グ リ ッ ト内 よ り21個 検 出 され た ピ ッ ト群 で あ る。

第5号 建 物 跡 の 規模 は 間 数 が東 西 が3間 、 南 北 が1間 で 、 間 尺 は約1.2m（4尺 ） ～2．2m（7

第20図 第5号 建物跡
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尺）で あるが、P4は 間尺 が近す ぎて柱穴 とは考 えられない。深 さも平均 して20cm～33cmと 深 い

が遺 物 もな く、遺構 に結 びつ くもの が認 め られなかった。主軸方向は、N0°Eを 示す。

第6号 建物跡の規模 は間数が東西2間 、南北が1間 と小規模 であるがP2、P3、P6は 掘 り方、

柱痕 の保存状態が比較 的明確 に確認す る ことがで きる。又 、P1は 深 さが65cm有 り、柱穴の中 か

ら土 師器 の小片が3点 出土 している。 なお2棟 の建物の前後 関係は不明であ る。主軸方向は、

N5°Eを 示す。

第21図 第6号 建物跡
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土師器 （第22図 、1）

甕 （第22図 、1）

（1） は口縁部約1／6残存の破片 を図上復 元実測 した。内外 面共ヘ ラ調整 が施 され、母指痕が

若干残 る。外 面赤橙黄褐 色、内面灰黄褐色 を呈 す。推定口径20cmを 測 る。

土製 品 （第22図 、・2、 第15図 版）

（2） は外 径約5cmを 測 るややいびつな丸 い形 を呈 し、内 に直径約3cm程 の丸いへ こみを有

する。色 調 は明赤褐色 を呈 し、破損部は黒灰 褐色 を呈する。胎 土は緻密 だが粗 雑 な作 りで、母

指痕が残 る。土器 を焼 く時 の土台 に使用 され たものであろ うが、全体の形 が把握 で きないので、

断定はで きない。

第5表 第5号 建物跡 ピッ ト形態表

第22図 第6号 建物跡出土遺物 実測図
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第6表 第6号 建物跡ピット形態表

第7号 建 物 跡 （SB－07） （第23図 、 第7表 、第7図 版 ）

遺 跡 の 中央 ・G・5～6グ リ ッ トに ま た が り、SI－01の 西 側 に位 置 す る ピ ッ ト群 で あ る。

間数 が 東 西3間 、 南北 が1間 と小 規 模 で あ る 。 間尺 が90cm（3尺 ） ～180cm（6尺 ） を測 る。 柱

第23図 第7号 建物跡
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痕 がはっ きりと確認 された ものはP3の みで あ るが、 その他 の ピ ットもほぼ等 間隔で あり、柱穴

と考 え られ る。柱穴内 か らは1点 の遺 物 も出土 していないが、遺構確認面 よ り35点 の土師器片

が出土 して いる。その うち内外 面共黒色 処理 を施 した土師器片 が1点 出土 して いるが、建物跡

との関連 性 は不明である。 主軸方向はN25°Eを 示す。

第7表 第7号 建物跡 ピッ ト形態表

第8号 建物跡 （SB－08） （第24図 、第8表 、第7・8図 版）

遺跡 の東部、SI－03に 重復 し検出 された遺構 である。中央部 に地床炉 （SX－01） が設置

されて お り、炉 を囲む状態 で12個 の柱穴 が検 出 された。 いづ れも深 さ28cm～45cmと 統一 してお

り、間隔 も等 しく、柱穴 内か らは多量の焼土 、炭化物 が出土 しているため、P1～P13（P3を 除 く）

の12本 の柱 を使用 して建 立 した と思 われ る。

プ ラン ・規模は、径4.5mの 円形 （17m2）を呈 し、SI－01、SI－03の 方形住居跡 とほぼ同

じ面積 をもつが、住居跡 や その他の掘立柱建 物跡 とは、使用 目的 が異な ると考えられる。敢 え

て考 えるならば、集会場 の様 な役割 を果 た した遺構 と推測 され る。又P8の 柱穴 内よ り出師器片

が3点 、遺構確認面で49点 出土 している。 又、P3の 柱穴はSI－03に 伴 なうピ ットで ある。

土師 器 （第25図 ・2、 第15図 版）

杯 （第25図 ・2）

（2） は底部 と体部 の約1／6残存の破片 を図 上復元実測 した。底 部は平底で体部へ と直線的に

立 ち上 がる呈 をなし、ロ クロ成形による。 回転ヘ ラオコシによ る切 り離 しが底部外面 に観察 さ

れ る。内面 は黒色処理 の後、ヘ ラミガキが施 されている。推 定底径5cmを 測 る。

甕 （第25図 、1・3）

（1） は底部約1／3残存の破片 を図 上復元 実測 した。底部 に木葉痕 が見 られる ものの、摩滅 が

著 しく調整 は不明であ る。色調は明橙黄褐 色 を呈す。推定底 径9.8cmを 測 る。
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（3） は体 部 から底部へ かけての破片 を図上復 元実測 した。底部 は器肉が3cmの 厚味があり、

体部へ直線 的 に広 がりを持つ。大型 の甕の底部 と考 えられる。外面 はヘ ラケズ リの後ハケメ調

整 が施 され、内面 は摩滅 が激 しく調整は不明だ がかすかにヘ ラケ ズリが見える。胎 土は荒 く、

焼成があまい。内外面共明黄茶褐色 を呈す。推 定底径8cmを 測 る。

第24図 第8号 建物跡
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第25図 第8号 建物跡 出土遺物実測図

第8表 第8号 建 物跡ピッ ト形態表

第9号 建 物跡 （SB－09） （第26図 、 第9表 、第7図 版 ）

K－6グ リ ッ ト内 の 、SI－03の 西 側 に位 置す る。SB－10と は 重 複 関 係 に あ り、 地床 炉 （

SX－02） を囲 む 形 で4個 の ピ ッ トが検 出 され た。

全体 的 な規模 は 、 間 数 が1間 で 、 間 尺 が10尺 （3．3m） ×9尺 （2．7m） で 、 い ず れ も掘 り方 は

確 認 で きな かっ た 。 柱 穴 の堆 積 土 は黒 褐 色 を呈 し、 大 き さも太 い もの で45cm、 細 い もので25cm

を測 り、不 揃 い で は あ るが 深 さ が ほ ぼ 一 定 して お り、 明 らか に柱 穴 と考 え られ る。
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第26図 第9号 建物跡

第9表 第9号 建物跡 ピット形態表
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第3章 第2節 掘立柱建物跡

中央部の地 床炉 （SX－02） とSB－09と は南北 軸方向がN0°Eと 同 じ向 きであ るため、同

時期の建物跡 に伴 なう炉 と考 え られるが、使用 目的 は不明であ る。

第10号 建物跡 （SB－10） （第27図 、第10表 、第7図 版）

SB－10は 、SB－09と 重複 して検出 された遺構 である。規模 ・構造共SB－09と まった く

同 じであ り、柱 穴の深 さ、大 きさも統一 してい る。 ある時期の建替 えた建物 とも考 えられるが

前後関係 は不明で ある。P4の 柱穴 内からは土師器片 が4点 出土 して いるが、いず れの時期 のも

第27図 第10号 建物跡
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第3章 第2節 掘立柱建 物跡 ・第3節 その他 の遺構

のか特 徴 が不明で実測 不可能である。又P3の 南西部 に径60cm、 深 さ30cmを 測 り、底面が平 坦な

ピッ トが検出 され、覆土 内 より土師器片が10点 出土 してい るが、 いずれも実測 不可能である。

南北軸 方向 はN16°Wを 示す。

第10表 第10号 建物跡 ピ ッ ト形態表

第3節 そ の 他 の 遺 構

第1号 遺構 （SX－01） （第28図 、第9図 版）

〔検出状 況〕L－5グ リッ トより検 出 され、SI－03の 南側 に位置す る遺構 である。検出面

は第4層 面上 において一直線上の焼土 が確 認 されたため、煙道 を想定 し、調査 を行った結 果、

地 床炉 と思 われ る遺構 が検出 された。

〔プラ ン ・規模 ・方向〕 東西70cm、 南北92cmの 長方形 を呈 し、壁面はほぼ直 立状態 に掘 り込

まれて いる。検 出面 か らの深さは約25cmと 浅 いが、底面は整然 とした平坦 な面 を形成 してお

り、全体的 に掘 り込 まれた遺構 と思われ る。堆積土は3層 からなり、 その 大半は、焼土 ・炭

化物 で 占め られ、その層 を囲むように赤橙色 の焼土が被 って いた。

この炉 を囲むよ うに半 径2m上 に12ケ の柱穴 （SB－08） が検出され てい る。

中心線は南北軸方向N0°Eを 示す。

〔出土遺 物〕 堆積土、1層 に土師器片6個 が出土 した。すべて小片であるが、器形としては、

丸底 と思 われる杯の片 が出土 してお り、SB－08と の関連が考 えられる遺物 と思われる。

土師器 （第29図 ・1～4、 第15図 版）

杯 （第29図 ・1、2）

（1） は底部から体部へ かけての破片 で ある。底部は丸底 と思われ、底部 と体 部の境 に段 は

なく、陵線 が見える。手持 ちヘ ラケズ リが施 され、体部 にヘ ラケズ リ痕が沈線 とな り、2本 残

り、横 ナデ も観察 され る。 内面は黒色処理 の後 、丁寧 なヘラ ミガキが施 され ている。

（2） は底部 から体部 下半にかけての破 片 を図 上復元実測 した。体部はや や丸味 をもちなが

ら立 ち上 が る。ロクロ成形 により、底部 は平 で回転糸切 りで切 り離 してあ る。 内面は黒色処理

が施 されている。色調は 白黄褐色 を呈 してい る。推定底径6cmを 測 る。
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甕 （第29図 ・3、4）

（3） は体 部下端の約1／4残存の破片 を図上 復元実測 した。底部 から体部へ 丸味 を持 って立 ち

上が る。調 整は内外面共摩滅 が著 しく観察 で きない。胎土の キメ荒 く、砂粒 多量混入 され、焼

成 も悪 い。器肉は厚い。推定底径7.5cmを 測 る。

（4） は口縁部の破 片で ある。外傾 した 「く」の字を呈す る。摩滅 が激 しく調整 は不明。

第28図 第1号 遺構
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第3章 第3節 その他の遺構

第29図 第1号 遺構出土遺物実測図

第2号 遺構 （SX－02） （第30図 、第9図 版）

〔検出状況〕K－6グ リッ トよ り検出 され、SI－03の 西側 に位 置する遺構 で ある。検出面

はSX－01と 同 じ状況で、第4層 面上より確認 された地床炉 と思 われる遺構 であ り、構造的

に類似 しているが、同一時期 の遺構かは不明 であ る。

〔プラン ・規模 ・方向〕 東西72cm、 南北97cmの 長方形 を呈 して いる。検出面か ら底面 までは

第30図 第2号 遺構
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第3章 第3節 その他 の遺構 ・第4節 溝 跡

22cmあ り、壁面 は130°の立ち上 が り角度 をもつ 「逆台形」 を呈 してお り、底 面は平坦で ある。

遺構内は5層 の堆積土が認 められ、最上層は砂 質 を多く含んだ焼土粒 、2層 は木炭粒 を含

む黒褐色 シル ト層、3層 は炭化物、4層 は粘土質、5層 はSX－01と ほぼ同 じよ うに遺構内

をおおうよ うに赤橙色の焼土 が検 出された。炉の囲 りから13ケ の柱穴 が検 出されたが、同一

時期 の遺構 （SB－09・SB－10） と考 えられ る。

中心線は南北軸 方向N0°Eを 示 す。

〔出土遺物〕 遺構 内 より平底の内黒土師器片が1点 のみ

出土 している。

土師器 （第31図 ・1、 第15図 版）

杯 （第31図 ・1）

（1）は底部の約1／4残存の破片 を図上復元実測 した。平

底の底部 より体部へ と直線的 に広が りを呈す。ロクロ成形

と思 われるが、 ロ クロの線 が観察出来 ない。外面体部 下端

に手持 ちヘラ調整 が施 されている。底部 に静止ヘラ切 り痕 がみ られる。器 肉は薄 く焼 成は あま

い。色調は外面明 黄褐 色で、内面は黒色処理が施 されて いる。推定底 径8cmを 測 る。

第4節 溝 跡

第1号 溝跡 （SD－01） （第32図 、第10図 版）

本遺跡の最西端 に位置 し、C－1、2、3グ リ ット内 に検出 された遺構 である。本遺構は北

から南への勾配 を呈す。堆積土は5層 か らなり、

検出 面は地山ローム質で遺構 を確認 した。上層

面 は黒褐色のシル ト質で あり、5層 共 自然堆積

の状態 を呈 している。

規模 は長 さが10m、 幅は広 い所 で1.4m、 狭い

所 で57cmを 測る。 断面形はU字 形 を呈 し、深 さ

も65cmを 測 るが、遺 物 も上層面より土師 器片2

点 （接合可能） 出土 しているのみ で、住居跡 ・

建物跡 との関連 がつ かめなく、使用 目的 も不明

で ある。

第31図 第2号 遺構出土遺物
実測図

第33図 第1号 溝跡出土遺物実測図
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第32図 第1号 溝跡
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第3章 第4節 溝跡 ・第5節 土坑跡

土師器 （第33図 ・1、 第15図 版）

甕 （第33図 ・1）

（1）は溝 内上層部より出土 した甕の体部の破片 である。外 面 は摩滅 されてい るが平行叩 目

が施 され、内面 はハケメ調整 が見 られる。高温焼成 で仕上げ られ ており、須恵器 のよ うに堅い。

器厚か ら推測 す ると大甕 と考 え られる。

第5節 土 坑 跡

第1号 土坑跡 （SK－01） （第34図 、第10図 版）

H・I－6グ リット内に東西約7.5m・ 東北 約3 .3mを 測 る楕円形状 の粘土質 が検出 された為、

1m×3mの トレンチ を設定 し、調査 したところ、底部 に、近代的 な土木工作機械 によって掘

削 された痕跡 が認 められた。 又、埋め戻 し土の 中よ り、土師器片、須恵器が数点 出土 している

が、これは現地 を知 る人 か らの 口証で、遺跡の北 部より搬入 され た土 であると判 明 した為、現

代土坑の埋 め戻 し遺構 と考 え られ る。

〔出土遺物〕

土師器 （第35図 ・1～5、 第15図 版）

甕 （第35図 ・1、2、3、4、5）

（1） は口縁 部か ら胴部 にかけて約1／6残存 の破 片 を図上復元実 測 した。外面口縁部 に横ナデ、

胴部は縦方向 のハケメとナデ が施 され、内面 は一部 にヘラケズ リが観察 され る。色調 は内外面

共明橙褐色 を呈する。推定 口径18cmを 測る。

（2）は底部約1／2残存を復 元実測 した。外面 底部 に木葉痕 が観察 されるが、摩 滅 が激 しく、

器台部の凸凹 が著 しい。内外 面共ヘ ラケズリが若干観察 され る。器 肉は厚 く、色 調は赤橙褐色

を呈す。推 定 口径16.4cmを 測 る。

（3）は頸部約1／6の破片 を図上復元実測 した。「く」の字に外 傾す る型 を呈す る。内面は横方

向のヘラナデ調整 が施され、 くびれに陵線が 見え る。外面は くび れた帯状 の沈線 が残 り、横方

向のヘラナデ調整 と縦方向の クシ目が観察 され る。推定頸 径18.8cmを 測 る。

（4・5）4は 口縁部、5は 体 部の破片で ある。4は 内外面 共横 ナデ、5は ヘ ラケズ リ痕 と

横ナデが施 されている。 どち らも器肉は薄 く、摩滅 されている。

須恵器 （第35図 ・6、 第15図 版）

甕 （第35図 ・6）

（6）は 口縁 部から頸部 に かけて約1／10残存 の破 片 を図上復元実測 した。 ロクロ使用 による。

水挽 きによる横 ナデが内外 面 に観察 される。外 唇部 にヘラ調整 によ る沈線、内唇部 に陵線が見
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第3章 第5節 土 坑 跡

られ る。 口縁部は外傾 し、折 り返 し耳 の型 を呈す る。暗青灰色 を呈す。推定 口径17.3cmを 測 る。

第34図 第1号 土坑跡
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第3章 第5節 土 坑 跡

第35図 第1号 土坑出土遺物 実測図

第2号 土坑跡 （SK－02） （第36図 、第11図 版）

遺構 の西北部、C－3グ リットか ら検 出 された大型 ピッ トであ る。

規模は 、主軸線の長 さ2.65cm、 上部 巾65cm、 底部巾10cm、 深 さ95cmを 測 る。

堆積土 は6層 からな り、埋土 によるものであ る。検出面 は3層 面上 において 、柱穴検出作業

中、北東 に延 びる長方形の密度 の荒い黄黒褐 色土 を確認 し、注意深 く掘 り下 げ調査 を行った結

果、底部 に径1cmの 丸い竹状 の腐食物が一直線 上に等 間隔 で （10cm～15cm） 検 出 され、その腐

食物 を囲 むよ うな状態で、明 らかに棒状 の もの をさしたと思 われ る痕跡の腐食物 を検出 した。

その形状 か らみて、落 し穴遺構 と考 えられ る。堆積土の中か らは遺物は出土 していない。
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第36図 第2号 土坑跡
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第3章 第6節 遺構に伴わな い出土遺物

第6節 遺 構 に伴 わ な い 出 土 遺 物

遺構に伴 わ ない出土遺物 （第37図 ・1～3）

土師器 （第37図 ・1～3）

杯 （第37図 ・3）

（3）はJ－5グ リッ トよ り出土 した底部 の破片 である。底 部はほぼ平で、ヘ ラによる沈線

が多角形 を呈 して多数観察 されることか ら、静 止 ヘラ起こ しと考 えられる。底部 よ り直線的に

体部へ向 けて外傾す る形 を呈 す ると思 われる。内 面はヘラ ミガキ とナデが施 されている。色調

は内外共赤橙褐 色 を呈す。器 肉は薄 く、焼成 も良 い。

甕 （第37図 ・1、2）

（1） はJ－5グ リットよ り出土 した口縁 部約1／7の破片 を図上復元実測 した。頸 部より直線

的 に外傾 し口縁部 に至る。外 面は頸部くびれ部 に横帯状にハケ 目と沈線が見 られ、縦 にハケ目

がわずかに見 られる。内面は ヘ ラ調整と陵線 が観察 される。色 調は橙黄褐色 を呈 し、堅緻であ

る。推定 口径21cmを 測る。

（2）は耕 作土 より出土 した底部の破片で あ る。底部 に木葉痕 を残す。体部下 半はヘラケズ

リされ、あま り調整 はされてい ない。色調は明黄 橙色 を呈す。

第37図 遺構に伴 わ ない出土遺物 実測図
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第3章 第7節 遺構外ピット形態表

第7節 遺構 外 ピ ッ ト形 態 表

第11表 遺構外ピット形態表 （東西×南北）
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ま と め

名代A遺 跡 は阿武隈 川の西岸 にあり、ゴルフ場造 成の予定地である。基盤 をなす地層は粘土

層 が覆 っている。現 在の遺跡の立地状態は、東 を玉 川村 に隣 し、東南 部は石川町 に接 し、南は

中島村 となってい る。

名代A遺 跡 か ら発見 された遺構 は、竪穴住居跡5軒 、掘立柱建物跡10軒 、土坑2基 （1基は

落 し穴遺構、1基 は現代遺構）、溝跡1条 、 その他の遺 構2基 、検出 されている。

建物跡はいずれ も小型の建物 である。

この遺跡の特 徴 としては、地床炉 が2基 、地床炉 に伴 うと考 えられる、1間 ×2間 の方形建

物 が2基 、柱穴12個 を有する円形建物 が1基 検出 され ている。建物の使用 目的 は不明 である。

SI－01～SI－05の 各住居跡 か ら出 土した土師器 は、栗囲式か ら、表杉 の入式 までの 各時

期 にわたるところか ら、奈良時 代か ら平安時代 にか けての継続的な変遷 をた どっていると考え

られる。

最後 に、今回の調査 にご協 力 下さいま した関係各機関 ならびに地元の皆様に深 く感謝 申 し 上

げます。

―55―



図 版



第1図 版

遺
跡
全
景
（
北
よ
り）

―56―



第2図 版
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第11図 版

第2号 土坑跡 （東 より） 第2号 土坑セ クション （西よ り）

遺構 全影 （調査終了時）（東北 より）
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第1号 住居跡、 出土遺物 （1～8）
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第1号 住居跡 出土遺物 （1） 第3号 住 居跡 出土遺物 （2～7）
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第3号 住居跡出土遺 物 （1、2、8） 第4号 住居跡 出土遺物 （3～7）
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第6号 、第8号 建物跡 出土遺 物 （1、2） 第1号 、第2号 遺構 出土遺物 （3、4） （5）

第1号 溝跡 出土遺 物 （6） 第1号 土坑跡出土遺物 （7、8）
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